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アルファベットのつづり字には ２通りの読みがある事をご存知ですか？

アルファベット読み (A や B をエイ ビーと読む読み方 )とフォニックス読みです。

このフォニックス読みを身につけることが英語の正しい発音の基礎を身につけることになります。

発音は舌や唇の身体で覚えるものです綺麗な発音を身につければそれはその子供の一生の財産になります。

また、英語を学んだことがある方は英語のスペリングはローマ字では殆どの読めないし書けないということ

をご存知だと思います実は英語のスペリングはこのフォニックスルールによってつづられているのです。

ネイティヴの子供達はそのルールを学ぶことで発音した単語のスペリングを書いています。

日本人のように 単語のスペリングを丸覚えしている子供はいません。

ネイティヴの子供達が使う英語の辞書には、単語の読み方は記載されていません。

かれらはフォニックスルールを覚えているので 知らない単語でも殆どの単語を読むことができるからです。

もちろん発音記号も習いません。

私事で恐縮ですが私の娘達はインターナショナルスクールに 3歳から通っていました。通い始めて直ぐに

アルファベットを学んで来ました。最初に学んできたのはもちろんアルファベット読みではなくフォニックス

読みです。かれらは bag と発音しながらフォニックスルールを使って bag と私に書いて見せました

アルファベットの Aや Bをエイビーと言える (アルファベット読み )ようになったのは

フォニックス読みを習ってから 1年も後のことです。

子供達が英語を学ぶ上で先ず何をさしおいてもフォニックス読みを学ぶことがどれほど大切なものかを

わかっていただけたでしょうか？

<夏休み 5日間集中英語教室の内容 >

このフォニックス読みの内

小 1～小 4は基礎の部分を楽しいチャンツなどで勉強します。

小５～小６は中学になったときに特にローマ字読みでは読めない単語のフォニックスルールを 勉強します

そしていずれの学年のお子さんも英語の正しい発音を勉強します。

なお中学年と高学年のお子さんは発音矯正をしていきます。

低学年のお子さんには発音矯正は通常必要ありません。

まだ耳がしっかり開いているので私の出した英語の音をそのまま真似をして出すことができるからです。

これが、英語の正しい発音を覚えるにはできるだけ小さいうちの方がいいと言われる理由です

本人が楽に覚えることができるからです。

50 分と言う短い時間ですが 5日間毎日英語のシャワーを浴びることができる貴重なチャンスです。

英語に興味を持たせたいと思っておられる保護者の方中学に入ってからの英語が心配な保護者の方

是非一度お子さんを参加させてみて下さい。

注 )

小 1～小 4のお子さんでもすでに少しフォニックス読みを習われている方は 小 5～小 6のクラスに参加可能です

その他、何か不明なことがありましたらお問い合わせ下さい。

<お問い合わせ先 >

メール :masakodan2017@gmail.com 壇 正子

<対象 >

小 3～小 4→

小 5～小 6→

小 1～小 2→

< 期間 > 8/22( 火 ) から 5 日間連続

<時間 >

9:00～9:50 

10:05～10:55

11:10～12:00

< 受講料 >

\5,000 (5 日間連続 )

< テキスト代 >

小 1～小 4  \ 2,200

小 5～小 6  \ 2,700

< 持ち物 >

1 筆記用具

2英語用のノート

3色鉛筆 ( 小 1～小 4のみ )


